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【第１号議案】２０２６（令和８）年度 事業計画案 （別紙参照） 

 

 展示事業  

［概略］ 

年間の開館日は 216 日間、休館日は 149 日間。展示替えのための休館日は、昨年

度までの 22 日間に 14 日を追加して、36 日間を充てたい。2026（令和 8）年度は、

4 月 14 日から企画展示 3 本と常設展示 3 本を計画（詳細は「別紙１」参照）。企画

展示については紹介文化人の地元顕彰館に協力いただき、準備を進めていく。来館

者については、過去の企画展示を参考に入場者目標数を設定した。 

 

 イベント事業  

［概略］ 

2026（令和 8）年度は企画展示の関連事業として、展示協力者や顕彰館、関連団体

などからゲストを招いて講演会など年間 2 本を予定。 

 

 調査及び研究・研修事業  

［概略］ 

調査及び研究については、展示室内で紹介している文化人を中心とした基礎デー

タを基に、データベース整備を継続している。郷土史家から協力いただき、埋もれ

ている文化人の調査を進めている。 

 

 教育普及事業  

［概略］ 

これまでと同様に、企画展示の解説会を会期中に複数回行う。 

数年前から講師依頼を受けるので、当館で紹介する文化人の普及に努めたい。 

 

（１）学芸員等による作品解説会（約 30 分） 

企画展示の会期中、全 3 回の作品解説会（同じ内容）を予定。開催によるリピー

ターと新規来館者増を期待する。 

（２）実習生の受け入れ 

2026（令和 8）年度は受け入れ予定無し。 

（３）外部講演など 

教育機関や各種団体の要請により、職員が対応する。外部講演時に企画展示の PR

や、副読本や相関図、かるた等の販売も実施したい。 

（３）似顔絵パンフレットや副読本などの活用 
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2024（令和 6）年度まで印刷した文化人似顔絵パンフレット（A3 二つ折り、カラ

ー）を県内中学校の新一年生に配布していたが、PDF データでの配布に変更する。

この似顔絵パンフレットは 2015 年度発行の副読本『みんなで伝えよう にいがた

文化の記憶』の普及 PR 用に 2017 年度から作成している。 

2015 年度から新潟県立教育センターの既存キャリア教育推進事業「学ぼう新潟

の知恵」の派遣講師（現『夢☆チャレンジ』）に学芸員が登録。学校の要請に応じて

副読本を活用した出前授業に対応する。 

 

 連携・交流事業  

［概略］ 

県内顕彰館または顕彰団体の出張展示への参加を促したい。出張展示では、各館

単体では難しい展示や広報等のサポートをしていきたい。2022（令和 4）年秋に始

めたツイッターなど SNS も活用して、多様なアプローチで県内顕彰施設および団

体との連携を強化していきたい。 

 

（１）第 8回にいがた文化ネットワーク協議会の開催 

2024（令和 6）年度および 2025 年度は第 8 回にいがた文化ネットワーク協議会

を開催しなかったため、2026 年度に第 8 回ネットワーク協議会を開催したい。 

（２）機関誌「にいがた文化 第 12 号」の発行 

当館の 2026 年度事業報告と、県内顕彰施設や団体が実施する 2027 年度の催事

紹介、協賛企業広告掲載などを予定。 

 

 顕彰人物選定委員会  

［概略］ 

2026（令和 8）年度も県内出身またはゆかりの文化人基礎データ構築作業を続け

る。顕彰人物選定委員会の立ち上げや発足については、顕彰候補人物が増えて、デ

ータ構築が進んだ段階で、発足を目指したい。 

 

【参考資料】 

別紙１「２０２６（令和８）年度 事業計画案（詳細）」 

別紙２「２０２６（令和８）年度 にいがた文化の記憶館 企画展示スケジュール・開館カレ

ンダー」 


